
 
 
 
 
 
 
 
       

校内で感染をできるだけ広げないために 

１１月に入り新型コロナウィルスの感染が急速に拡大しています。そして発熱や咳がなく

ても味覚や嗅覚異常が発症し、症状の改善に時間がかかる例も少なくないことがわかってき

ました。（これについてはジャニーズの千賀健永さんが You Tubeの「Smile Up ! Project 〜嗅覚障害に

ついて〜」で、ご自身の体験を話されています。）。中瀬中ではこれまで検査を受けた教員・生徒は、

すべて陰性でしたが、この状況で症状の有る無しにかかわらず、誰が感染していてもおかし

くありません。 

教室や部活など学校での感染をできるだけ広げないためには、中瀬中生が今まで取り組ん

できた『自分が感染しているかもしれないことを前提に、人にうつさないよう行動する』を徹底する

ことです。具体的には「校舎内と会話時のマスク」「手洗い」「自分の場所・物以外は触らない」

「共有な物の消毒」そして「換気」です。 

換気について中瀬中は、学校再開時から教室のドア・地窓などを撤去し、窓を開け、常時換

気をしています。寒くなる季節ですが、常時換気は続けざるを得ません。生徒には、授業中で

もコート、ひざ掛けなどを使い寒さ対策をすること、先生もコートなどを着て授業を行うこ

ともあると伝えました。暑さ寒さの体感は人それぞれです。服装の細かな規則は決めません、

一人一人が考え判断してください。 

ただし判断の基準は、自分の感覚ではありません。例えば今、３年生の進学の相談に高校

の先生が中瀬中を訪れています。判断の基準は『高校の先生をはじめ、中瀬中の外から来られた

方が見ておかしくない格好、態度』です。１・２年生は３年生のために、３年生はお互いのため

に、しっかり考え判断し行動しましょう。     
学校がある意味 ～深い学び～  

前号で紹介した音楽発表会に関する２年生の作文の中の「体育大会の個人種目はオープン参加

なのに、なぜ音発は違うのか」という言葉は、音楽発表会の意義と深く結びついています。 
どんな行事も目的は、生徒たちが感じ、悩み、考え、取り組む中で、変化し自分を成長させる⇒

『深い学び』であり行事を“行う”ことが目的ではありません。だから勝ち負けなどの結果や、

達成感だけで終わっては、行事にかけた時間が無駄になってしまいます。 
 『深い学び』は“やらされる”ことでは生まれません。自分で選び取り組む⇒『主体性』 が必要

です。体育大会の個人種目がオープン参加だったからこそ、エントリーした生徒もしなかっ

た生徒も、感じ、悩み、考えたのです。主体的に取り組んだ者ほど、深く学び変化し成長します。 
しかし『深い学び』は一人だけでは進みません。体育大会のダンスや学年種目、合唱の様に

みんなで取り組み作り上げていく時の、仲間とのぶつかり合い、励まし合う⇒『対話』が必要で

す。仲間と力と思いを合わせて取り組んだ者ほど、広く学び変化し成長します。 
自分で選び取り組み、仲間とのぶつかり合い、励まし合う中で、感じ、悩み、考え、自分を成長させる 

これは行事だけでなく授業も含めた学校の存在意義だと思います。（校長 香西 雅斗） 

                           令和２年１２月１日 発行 

【教育目標】 
【知】自ら学び、考え、進んで行動する人 
【徳】互いを尊重し、協力する人 
【体】心身ともにたくましく健康な人 
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音楽発表会～上級生の姿を見て～ 

＜離任式後体育館に集まった 3 年生の『大地讃頌』＞ 

小柴昌俊博士を悼んで 

＜全校生徒と教員による黙とう＞ 

    
１・２年生の作文の紹介の第２回です。次号からは３年生の作文を紹介します。    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 

３年生の大地讃頌は、短い練習期間とは

思えぬ見事な仕上がりでした。 
11 月 20 日の離任式後の学年集会では、

離任された先生方に、体育館いっぱいに響

く美しい歌声をプレゼントしました。 
 
 
11 月 13 日に本校の名誉校長を務められたこともある

小柴昌俊博士が死去されました。中瀬中では 16 日の 6 時

間目に、全校生徒が校庭に集まりました。科学と自然の散

歩みちなど、小柴博士と本校との関わりや、博士が中学で 
大病をした時のエピソードなどが紹介された後、短時間ですが黙とうを行いました。 
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